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Ⅰ．緒　言
　近年，地域保健や保健師を取り巻く社会経済状況が大
きく変化するとともに，保健・福祉関連の制度の見直し
や新たな事業の創設により，保健師に求められる役割も
変化し拡大してきた１）。こうした変化に保健師はどのよ
うに対応するかが課題になっている。平成６年の地域保
健法の制定により，保健所保健師の多くは業務分担制と
なり，市町村への実務支援の機会が激減する中で，市町
村保健師は多様で多量の保健事業を遂行するために，業
務分担をとらざるを得ない状況がある２）と言われてい
る。また，市町村合併の特例に関する法律によって市町
村の数は平成11年４月から平成25年１月までに約53％に
減少３）しており，全国調査の結果，合併して悪かった
ことの一つとして「地域の把握が十分に行えないこと」
が挙げられている４）。合併に伴い，保健担当課以外の課
に配属される保健師が増えた５）という調査結果もあり，
分散配置の進行により，保健師は単なる事業担当者とし
て事務的な仕事を担うことが多くなり，地域全体の健康
課題を把握する保健師の専門性が十分に生かされていな
いという指摘６）がある。Ａ県を対象にした調査７）にお
いても，以前より地域の実態やニーズが捉えにくくなっ
受理：平成25年４月３日　Accepted : 7. 6. 2013
　　実践報告
今日の社会・制度・業務体制下における
地域のニーズに応じた保健師活動の工夫の特徴
細　谷　紀　子（千葉県立保健医療大学）
大　光　房　枝（千葉県立保健医療大学）
丸　谷　美　紀（千葉県立保健医療大学）
雨　宮　有　子（千葉県立保健医療大学）
佐　藤　紀　子（千葉県立保健医療大学）
石　垣　和　子（石川県立看護大学）　　
　本研究の目的は，今日の社会や制度，それに伴う業務体制下において，地域のニーズに応じた保健師活動を実践するため
の工夫の特徴を明らかにすることである。Ａ県内の県型保健所，市町村，政令市・中核市，計11機関に所属する保健師20名
を対象に，地域のニーズに応じた活動のために工夫していることについて半構成的インタビューにより調べ，その内容を質
的帰納的に分析した。
　結果，活動実施に至る「課題」は，≪保健師の活動体制や業務内容の偏りによる地区活動・予防活動の質・量の低下≫，
≪対応に高度な技術と時間を要する健康問題の増加≫他４つであった。工夫している活動の「内容・方法」は，【意識的，
迅速，柔軟な行動による保健師・関係者間の対面での関係づくりと情報の共有化】，【家庭訪問や地区診断に関する意見交換
や情報の共有化を可能にするシステムづくり】，【日常業務の中での意識的なスタッフ指導と現任教育のシステム化】，【行政
内部の仕組みや人材と外部資源を活用した効率的効果的な事業・活動の運営】，【データによる根拠の明確化に基づく活動の
創出や人材確保】他６つであった。活動の「効果」は，＜個別支援を含む地区活動の質向上＞，＜保健師間や関係者間の協
働の広がりと深まり＞，＜スタッフ保健師の意欲・能力の向上＞，＜効果的効率的な事業運営や専門職増員などによる地区
活動の量確保＞の４つであった。
　活動の「内容・方法」と「課題」および「効果」との関係性に基づき，地域のニーズに応じた保健師活動を実践するため
の工夫の特徴として以下の４つを導きだした。すなわち，「地区活動の質向上をもたらす保健師・関係者間の対面での関係
づくりと情報の共有化」，「地区活動の能力向上をもたらす家庭訪問や地区診断に関する意見交換のシステム化」，「地区活動
の量確保をもたらす行政内部・外部の資源活用による効率的効果的な事業・活動の運営」，「地域のニーズに応じた活動の実
現性を高めるデータによる根拠の明確化」である。
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た実情があると回答した保健所は約９割，市町村では７
割近くであった。
行政に所属する保健師は，看護の特質と社会的責任を
基盤として，行政サービスの枠組みの中で，保健・医
療・福祉・介護等の住民サービスの充実を図る役割を
担っている専門職である８）。その役割を遂行するため
に，地域のニーズを捉え，それに応じた活動を展開する
ことは必要不可欠であるが，前述のような社会や制度の
変化により，地域全体のニーズの把握が困難な状況にあ
る。地域のニーズに応じた活動を効果的に実践するため
の方法やその工夫については，自治体における活動事例
がいくつか報告９～11）されているが，方法論として十分
明らかにされてはいない。
そこで本研究は，今日の社会や制度，それに伴う業務体
制下において，地域のニーズに応じた保健師活動を実践す
るための工夫の特徴を明らかにすることを目的とする。
Ⅱ．研究方法
本研究は，A県内の行政に所属する保健師が看護専門
職としての機能を発揮するための課題を明らかにする目
的で実施した先行研究12）の追加調査として実施したも
のである。
１．研究協力者および選定方法
先行研究で実施した質問紙調査の問いの中で，「地域
のニーズに応じた活動のために，工夫していること（以
下，工夫している活動とする）はあるか」に対し「ある」
と回答し，かつ追加のインタビュー調査の協力依頼の連
絡をとることに同意を得た，A県内の県型保健所３か所，
市町村６か所，政令市・中核市３か所を研究協力候補機
関とした（以下，県型保健所，市町村，政令市・中核市
を合わせて表現する際に「機関」と表す）。改めて研究
協力候補機関に連絡をとり協力依頼を行い，了承が得ら
れた機関を研究協力機関とした。インタビュー調査対象
の適任者は，工夫している活動について最もよく知って
いる保健師として，その選定は各機関に一任した。
２．データ収集方法
　インタビュー項目に沿って半構成的面接を実施した。
インタビューは１機関につき約60～90分であった。イン
タビュー内容は承諾を得て録音し逐語化した。研究協力
者がインタビューの回答の際に補足としてインタビュー
内容に関する資料（保健師の配置状況，活動に関する資
料等）を用いた場合には，その場で了承を得て閲覧した。
調査期間は2010年１～２月であった。
３．インタビュー項目
　インタビュー項目は，基本情報（保健師の配置状況，
管轄人口，研究協力者の職位・業務内容）と，工夫して
いる活動に関する項目（実施に至るまでの状況・課題，
実施のきっかけ・ねらい・内容・方法，効果）である。
４．データ分析方法
機関別，活動毎に逐語録の内容を，「工夫している活
動の実施に至る課題」（以下「課題」とする），「工夫し
ている活動の内容・方法」（以下「活動の内容・方法」
とする），「工夫している活動の効果」（以下「効果」と
する）に整理し，それぞれについて，一つの意味毎に文
章を区切り，簡潔に表現しコードとした。コードには，
どの活動の「課題」，「活動の内容・方法」，「効果」なの
か，そのつながりが分かるように活動番号を付けた。全
機関の全活動のコードを，「課題」，「活動の内容・方法」，
「効果」に分類し，意味の同質性と文脈に基づいて分類
整理しサブカテゴリを生成した。さらに，サブカテゴリ
の類似性と相違性に留意しながら抽象度を上げカテゴリ
とした。次いで，カテゴリ化した「課題」と「活動の内
容・方法」および「効果」との関係を，各カテゴリに含
まれるコードの活動番号を辿って調べた。以上の分析結
果により，地域のニーズに応じた保健師活動を実践する
ための工夫の特徴を検討した。
５．倫理的配慮
調査にあたり，研究協力者には口頭と文書にて，所属
長には文書にて，研究の趣旨，方法，研究協力・中断の
任意性，匿名性の保証などについて説明し，書面で同意
を得た。なお，本研究は研究者の所属機関の研究等倫理
審査委員会の承認を受けて実施した。
Ⅲ．研究結果
１．研究協力機関・協力者と工夫している活動の概要
　（表１）
研究協力機関は，県型保健所３か所，市町村６か所，
政令市・中核市２か所の計11か所であった。研究協力者
は，１機関につき１～４名，計20名の保健師であった。
職位は，全ての機関において，組織内で最も上席の保健
師（課長～副主査）が含まれていた。工夫している活動
は計28件あり，機関毎に１～５件実施されていた。活動
の概要は，若手・中堅保健師の育成に関する活動（６，
12～14，21，22，26），所属の異なる保健師間の情報共有・
協働に関する活動（１，７，15，23，24），児童虐待対策
を通した支援体制づくりに関する活動（９，20，25），
家庭訪問に関する活動（８，10，16，17），他職種等と
の連携を活用した地区活動（２，11），新規対策の立ち
上げに関する活動（３，27），行政評価等を活用した活
動（４，18，19），保健師の配置・体制に関する活動（５，
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28）があった。
２．分析結果
　「課題」は67コード，12サブカテゴリ，４カテゴリ，「活
動の内容・方法」は80コード，12サブカテゴリ，６カテ
ゴリ，「効果」は42コード，９サブカテゴリ，４カテゴ
リとなった。以下，カテゴリの内容を説明する（サブカ
テゴリを〈　〉，活動の概要を〔　〕で示す）。
１）工夫している活動の実施に至る課題（表２）
（1）保健師の活動体制や業務内容の偏りによる地区活
動・予防活動の質・量の低下
これは，〔16．受持ち保健師交代時の家庭訪問の徹底〕
など22件の活動にみられ，〈業務分担や短年での異動，
困難事例への対応，事務仕事の増加により，地区活動が
十分できていない〉，〈業務分担や分散配置により保健
所・管内市町村間や所属機関内の保健師同士の意思疎通
や情報共有が難しくなった〉などの課題であった。
（2）若手・中堅保健師の個別支援・地区活動の能力低下
と現任教育の不十分さ
これは，〔６．分散配置されている保健師間の協働に
よる新人教育〕など８件の活動にみられ，〈生活感覚や
仕事への積極性・自信がもてない若手保健師が増加し，
業務分担の影響も重なり支援能力が低下している〉，〈中
堅層の地区活動の経験・能力が低下し個人差が拡大して
いる〉などの課題であった。
（3）対応に高度な技術と時間を要する健康問題の増加
これは，〔20．児童虐待対策を通した市町村保健師へ
の支援と協働〕など６件の活動にみられ，〈新型の感染症
や虐待，自殺など対応が難しく時間を要する健康問題が
増加し対策の強化が求められた〉という課題であった。
（4）行財政改革に関連した保健事業への影響
これは，〔４．事務事業評価の導入を活用した業務遂
行〕など５件の活動にみられ，〈外部委託によりニーズ
の把握が困難になった〉などの課題であった。
２）工夫している活動の内容・方法（表３）
（1）意識的，迅速，柔軟な行動による保健師・関係者間
の対面での関係づくりと情報の共有化
これは，〔２．個別支援や地区活動における他課他職
種との連携の活用〕など12件の活動にみられ，〈必要を感
表１　研究協力機関・協力者と工夫している活動の概要
研究協力機関 研究協力者
工夫している活動の概要（冒頭の数字は活動番号を示す）No 種別（人口） 人数 職位 /業務内容
A
???
５万人
未満
１名 ・主査補 /保健全般 １．衛生部門と介護部門に配属されている保健師間による定例事例連絡会の
開始
B
５～10
万人
１名 ・係長 /成人保健
２．個別支援や地区活動における他課他職種との連携の活用
３．保健所との協働による地域の健康問題への対策の立ち上げ
４．事務事業評価の導入を活用した業務遂行　　
５．市町村合併による保健師の分散配置の見直し
C １名 ・主査 /成人保健
６．分散配置されている保健師間の協働による新人教育　
７．分散配置されている保健師間による話し合いの場の確保
８．リスク別優先順位の基準作成による計画的な家庭訪問の開始
D ２名 ・課長 /保健全般
・副主幹 /母子保健
９．他課他機関他職種との連携による児童虐待対策を主とした支援体制づくり
10．優先順位や対象のニーズの見極めによる臨時職員を多用した家庭訪問
11．他課他職種と協働による重層的な地区分担制
E
10万人
以上
２名
・副主幹 /保健全般
・主査 /保健全般
12．地区診断を活用した若手・中堅保健師の育成　　
13．記録指導等による日常的な若手・中堅保健師の育成　　
14．ベテラン保健師のプリセプター制度による新人教育
15．分散配置されている保健師間の情報共有や事例を通じた協働
16．受持ち保健師交代時の家庭訪問の徹底
F ４名 ・課長補佐 /保健全般　・係長 /成人保健
・係長 /母子保健　・主任 /企画
17．パソコンを活用した家庭訪問計画・記録管理システムの導入
18．健康日本21地方計画の中間評価を活用した健康課題の分析
19．事務事業評価の導入を活用した事業の廃止・統合
G 
県型保健所
３名
・課長 /地域保健　・課長補佐 /地域保健
・主査 /疾病対策 20．児童虐待対策を通した市町村保健師への支援と協働
H １名 ・課長 /地域保健 21．地区診断の実施や記録指導等による若手・中堅保健師の育成
J ２名 ・課長 /地域保健
・課長補佐 /地域保健
22．学識経験者を活用した地区診断の実施による保健師の育成
23．市保健師との研究会や日常業務内での意図的な情報共有
24．分散配置されている保健師間の日常業務内での意図的な情報共有
25．関係機関との連携による児童虐待対策を主とした支援体制づくり　
K
政令市・中核市
２名
・課長 /本庁企画
・主任 /本庁企画
26．地区活動の能力向上を重視した現任教育の体系化
27．健康づくりを目的とした地域の専門家と住民による協働組織の立ち上げ
L １名 ・副主査 /疾病対策 28．保健師の活動体制の変更
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じたものから行動を起こし，対面での関係づくりと迅速・
柔軟な対応に努めることにより，個別支援および関係者
間の協働の質を向上させる〉，〈所属の異なる保健師間で
日常業務の中で意識的に情報共有を行い住民への支援や
活動の質を向上させる〉などの内容・方法であった。
（2）家庭訪問や地区診断に関する意見交換や情報の共有
化を可能にするシステムづくり
これは，〔８．リスク別優先順位の基準作成による計
画的な家庭訪問の開始〕など７件の活動にみられ，〈家
庭訪問の進行状況や支援内容を管理できるシステムや優
先基準を作り共有化する〉，〈地区診断の実施や診断内容
の意見交換を業務や研修に位置付け，保健師各自が気づ
きを得られるようにする〉という内容・方法であった。
（3）日常業務の中での意識的なスタッフ指導と現任教育
のシステム化
これは，〔26．地区活動の能力向上を重視した現任教
育の体系化〕など７件の活動にみられ，〈スタッフ保健師
に個人や地域のアセスメント・支援について日常業務の
中でなるべく指導する〉，〈現任教育を組織的体系的に行
うためのシステムを作る〉という内容・方法であった。
（4）行政内部の仕組みや人材と外部資源を活用した効率
的効果的な事業・活動の運営
これは，〔27．健康づくりを目的とした地域の専門家
と住民による協働組織の立ち上げ〕など９件の活動にみ
表２　工夫している活動の実施に至る課題
カテゴリ サブカテゴリ コードの例 活動番号
保健師の活動体
制や業務内容の
偏りによる地区
活動・予防活動
の質・量の低下
業務分担や短年での異動，困難
事例への対応，事務仕事の増加
により，地区活動が十分できて
いない
・母子の活動は個別支援に追われ，地区全体を見る視点で仕事が十分にできていな
かった。
・地区診断は，必要性はあっても日々の業務に流され個々には十分できていない。
・合併からの整理や業務・事務の増加のため，訪問など直接業務や地区活動の時間が
なかなか取れず，直接業務の時間が減った。
２ /10/18/
20/22/23/
26
保健事業が優先され，個別支援
や予防的意義の高い活動の優先
順位が下がる
・成人保健では，健診・保健指導の事業を優先して実施しなくてはならず，要指導者
等への家庭訪問を開始できる時期が事業終了後になってしまい，訪問件数も減少し
ている。
３ /８ /20/
21/27
分散配置や産休育休の影響によ
り地区を受持つ衛生部門の保健
師の実働数が減少し経験年数の
少ない保健師が主になる
・育休の長期化と分散配置が始まったことにより，地区を受け持つ衛生部門の保健師
が減少した（最も多い時期の３分の２）。
・地区を受け持っているのは経験１～３年目20歳代の人である。
・産休・育休の臨時職員も見つからず，地区によっては保健師の交代が続く。
10/11/16/
20/21/28
業務分担や分散配置により保健
所・管内市町村間や所属機関内
の保健師同士の意思疎通や情報
共有が難しくなった
・地域保健法施行以降，保健所と管内市の業務が分断されて連携して仕事をする機会
が減っていった。市からの求めがないと支援しにくい状況があり連携の必要性を感
じていた。
・合併により，保健部門だけ本庁舎と離れた場所になり，かつ介護部門と保健部門の
分散配置になり，対面で事例の情報を共有する機会が減り，意思の疎通が難しく
なってきた。
１ /５ /７ /
15/20/23/
24
担当者のみや保健師職のみで業
務や支援を行っており，対応が
不十分で困難を抱えていた
・保健所内での児童虐待事例への対応は担当保健師一人で対応している状態で，支援
ニーズを十分にアセスセメントし対応できていなかった。
３ /９ /20/
25
産休育休の影響により受持ち保
健師の交代が相次ぎ，引継漏れ
など住民への不利益が生じる
・産休・育休などの引継の中で継続支援が必要な事例に引継漏れがあった。 16/17
若手・中堅保健
師の個別支援・
地区活動の能力
低下と現任教育
の不十分さ
生活感覚や仕事への積極性・自
信がもてない若手保健師が増加
し，業務分担の影響も重なり支
援能力が低下している
・若い保健師で生活感覚があまりない中，自信がないので相談も人前でしたくないよ
うで，いくら相談に乗りたくても若い保健師の方が相談したい気持ちになっていな
い。
・業務分担が進んだことにより，若手保健師の対象の見方が狭まっている。
６ /12/13/
14/21/23
中堅層の地区活動の経験・能力
が低下し個人差が拡大している
・学歴や年齢ではなく，地区を見る目，地区活動にどれだけ時間を費やし地域を知っ
ているかの個人差がとても大きくなっており，特に中堅層の力の差が極端に開いて
きた。
12/13/14/
21/26
現任教育の体制や日々の指導が
不十分である
・現任教育が現場任せになっており，研修体制が体系化できていなかった。
・（上役である自分が）訪問後，周りのことなどを絡めながらじっくり話を聞いて振
り返らせる時間が十分とれない。
６ /12/13/
14/20/26
対応に高度な技
術と時間を要す
る健康問題の増
加
新型の感染症や虐待，自殺など
対応が難しく時間を要する健康
問題が増加し対策の強化が求め
られた
・最近特に，虐待の相談等，他課からの同行訪問の依頼が増えている。
・産休や退職など職員数が減ったところで新型インフルエンザの対応が入り，再度体
制の見直しが必要になった。
２ /３ /９ /
20/26/28
行財政改革に関
連した保健事業
への影響
外部委託によりニーズの把握が
困難になった
・特定保健指導が全面委託になり，保健師が健診データを基に対象者を抽出し健康教
育等をすることができなくなる問題があった。
27
行政評価制度の導入や政策評価
の時期の到来があった
・合併を機に事務事業評価や予算配分枠制が導入され，必要性が客観的に説明のつか
ないものは廃止しなくてはならず，評価の結果は公表されるようになった。
３ /４ /18/
19
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表３　工夫している活動の内容・方法
カテゴリ サブカテゴリ コードの例 活動番号
意識的，迅速，
柔軟な行動によ
る保健師・関係
者間の対面での
関係づくりと情
報の共有化
必要を感じたものから行動を起
こし，対面での関係づくりと迅
速・柔軟な対応に努めることに
より，個別支援および関係者間
の協働の質を向上させる
・必要性が出た場合は随時，担当者レベルで必要性を感じた人から声をかけ必要な人
を集めて会議を行う。
・保健所の支援を市に受け入れてもらうために，管内市保健師から保健所へ意見があ
るとすぐに出向いて説明し，コミュニケーションは地区担当，教育担当，管理職の
３段階で行った。
・児童虐待の事例は保健所と管内市が共に支援したり，市が主体となったり，支援が
効果的となるよう柔軟に対応した。
２ /３ /９ /
11/15/20/
23/25/27
所属の異なる保健師間で日常業
務の中で意識的に情報共有を行
い住民への支援や活動の質を向
上させる
・市の事業や，管内保健師研究会のグループワークを通して，市の保健師が感じてい
る地域の課題を情報交換できるように努めた。
・それぞれの課で持っているデータを衛生部門の保健師が地区活動をするのに使いや
すいような形で報告したり，情報を流す。
７ /９ /15/
23/24/25
定期的な事例検討会や連絡・学
習会を行い保健師間や関係者間
の意思疎通と情報共有により支
援を向上させる
・分散配置されている保健師が互いに呼びかけて，事例連絡会を２カ月に１回行うこ
とにし，介護部門から保健部門の支援が必要な住民の情報を得て，保健部門から介
護保険が必要となる住民の情報を事前に伝えた。
・保健所が調整して市町村の保健師や福祉担当者と児童相談所の担当者との情報交換
やグループワークを管内保健師研究会で行った。
１ /９ /20/
25
保健師間，関係者間のコミュニ
ケーションをとるために勤務時
間外も時には意図的に活用する
・事例を通した関係や医療機関とのコミュニケーションをとるためには，勤務時間外
も意図的にやらざるを得ない部分がある。
・業務時間中にはなかなか話し合いの時間がとれないが，業務時間外に食事をしなが
らの話し合いを４・５回やっている。
７ /25
家庭訪問や地区
診断に関する意
見交換や情報の
共有化を可能に
するシステムづ
くり
家庭訪問の進行状況や支援内容
を管理できるシステムや優先基
準を作り共有化する
・電算システム入替時に個別事例の記録を全て入力するようにし，同じ部署内の誰が
見ても経過や今の健康問題が分かるようにした。
・家庭訪問について自分たちの中でリスク別に優先度を決め，リスト到着後２週間以
内など層別に基準を作り，計画性を持つ形にした。
８ /10/17
地区診断の実施や診断内容の意
見交換を業務や研修に位置付
け，保健師各自が気づきを得ら
れるようにする
・全員で全員分の地区診断・計画の意見交換を１人につき40分くらいかけて行う時間
を業務内で確保した。
・研修で地区診断を事前課題とし，一人ずつ発表する。誰かに教えてもらうという姿
勢ではなく，お互いに意見を言ったり質問をされる中で，自分の足りないことに気
づいたり，違う視点を学んだり，課題に対する目標が見えてくるので，職場に戻り
それを深めてもらうようにしている。
12/21/22/
26
日常業務の中で
の意識的なス
タッフ指導と現
任教育のシステ
ム化
スタッフ保健師に個人や地域の
アセスメント・支援について日
常業務の中でなるべく指導する
・受け持ったら「しばらくはいいか」ではなく，まずは必ずきちんと自分の目で確認
しアセスメントし，今後の方針を立てるように指導する。
・事業の記録が回ってきた時に，「この人の背景はどう？」などと聞き，そこから広
げていけるように指導の努力をしている。
６ /13/16/
20/21
現任教育を組織的体系的に行う
ためのシステムを作る
・新人教育を衛生部門と高齢者部門と協働で行い，各部門の訪問や事業に同行させ，
それぞれの部門で評価をした上で，さらに支援・教育が必要な点など協議を年４回
実施した。
・キャリア段階別に，地区のアセスメント能力や事業の立案・評価能力等について目
標を定めた。
６ /14/26
行政内部の仕組
みや人材と外部
資源を活用した
効率的効果的な
事業・活動の運
営
行政評価・計画行政などの仕組
みや資金・人材など外部資源を
活用して効果的効率的に事業や
活動を行う
・事務事業評価の費用対効果を出し必要度の優先順位を決めるという流れの中で，保
健師内で話し合い，どうしたら参加者が増えるか考え，稼働量を減らすという一致
した意見の中で，母子については事業を合併・統合し，成人の病態別の健康教育は
廃止した。
・健康づくりの組織立ち上げを強化するために，外部資金を獲得して活動を事業に位
置付けた。
・地区診断の実施に学識経験者から得られる地域の情報を活用する。
３ /４ /18/
19/22/27
地区活動や個別支援に他課他職
種や臨時職員との連携を大いに
活用する
・保健師だけでなく看護師，助産師，ケースワーク担当の事務職が，分散配置されて
いる中でそれぞれ地区分担制をとり，横の連携をとりながら支援を行っている。
・他課他職種と連携しながら，なるべく現場に行き地域の問題を感じ取り自分たちの
業務に反映させていっている。
２ /10/11
データによる根
拠の明確化に基
づく活動の創出
や人材確保
データにより根拠を明確化する
ことによって，活動の立ち上げ
や人材確保に動き出す
・保健所からデータをもらい「この地域は若い時期からの自殺が多い」と言われ，母
子保健担当も気持ちが動き，成人と母子の２つの係が「一緒になって私たちからや
りましょう」と急に予算もないがやってみることになった。
・精神保健対策に関して，訪問時間がとれない中で業務の比重が大変に高いという現
状をデータで示して管理職・上層部に問題提起した。
２ /３
課題の優先順位
に応じた保健師
の活動体制の変
更
その時優先される課題に応じて
保健師の配置や活動体制を変更
する
・本庁と支所体制ではなく，保健師が同じ場所で一緒の空気を吸って働くようにした。
　市民の立場からは身近な所に保健師がいたほうがよいに決まっているが，合併によ
り集まった保健師間で一緒に市の健康づくりを考えていくことを優先した。
５ /28
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られ，〈行政評価・計画行政などのしくみや資金・人材
など外部資源を活用して効果的効率的に事業や活動を行
う〉などの内容・方法であった。
（5）データによる根拠の明確化に基づく活動の創出や人
材確保
これは，〔３．保健所との協働による地域の健康問題
への対策の立ち上げ〕など２件の活動にみられ，〈デー
タにより根拠を明確化することによって，活動の立ち上
げや人材確保に動き出す〉という内容・方法であった。
（6）課題の優先順位に応じた保健師の活動体制の変更
これは，〔５．市町村合併による保健師の分散配置の
見直し〕など２件の活動にみられ，〈その時優先される
課題に応じて保健師の配置や活動体制を変更する〉とい
う内容・方法であった。
３）工夫している活動の効果（表４）
（1）個別支援を含む地区活動の質向上
これは，〔２．個別支援や地区活動における他課他職
種との連携の活用〕など８件の活動にみられ，〈隙間や
漏れがなく継続性のある個別支援の実現〉，〈地域情報や
健康課題の把握と業務への反映〉という効果であった。
（2）保健師間や関係者間の協働の広がりと深まり
これは，〔３．保健所との協働による地域の健康問題
への対策の立ち上げ〕など８件の活動にみられ，〈保健
師間や関係者間の協働の広がりと深まり〉という効果で
あった。
（3）スタッフ保健師の意欲・能力の向上
これは，〔12．地区診断を活用した若手・中堅保健師の
育成〕など６件の活動にみられ，〈研修や研究会に対する
保健師の意欲の高まりと参加率の増加〉，〈スタッフ保健
師の能力向上と活動への反映〉などの効果であった。
（4）効果的効率的な事業運営や専門職増員などによる地
区活動の量確保
これは，〔４．事務事業評価の導入を活用した業務遂
行の活動〕など４件の活動にみられ，〈効果的効率的な
事業の進め方の実現〉，〈家庭訪問や地区活動の実施数・
率の維持・増加〉などの効果であった。
４）工夫している活動における「課題」と「活動の内容・
方法」および「効果」との関係（図，表５）
「課題」と「活動の内容・方法」および「効果」の各
カテゴリ間の関係を，各カテゴリに含まれるコードの活
動番号を辿って調べた結果を図に示す。また，活動毎に
活動内容・方法と効果の関係をみた結果を表５に示す。
以下に内容を説明する（以下，課題のカテゴリを《　》，
活動の内容・方法のカテゴリを【　】，効果のカテゴリ
を＜　＞で示す）。
　【意識的，迅速，柔軟な行動による保健師・関係者間
の対面での関係づくりと情報の共有化】は課題の全カテ
ゴリに対し実施され，12件中９件の活動で効果を確認し
効果的効率的な事業運営や専門
職増員などによる
地区活動の量確保関連性を表す効果のカテゴリ活動の内容・方法のカテゴリ課題のカテゴリ
保健師の活動体制や業務内容の偏りに
よる地区活動・予防活動の質・量の低
下
対応に高度な技術と
時間を要する
健康問題の増加
若手・中堅保健師の個別支援・地
区活動の能力低下と
現任教育の不十分さ
行財政改革に関連した
保健事業への影響
課題の優先順位
に応じた保健師
の活動体制の変
更
行政内部の仕組みや人材
と外部資源を
活用した
効率的効果的な
事業・活動の運営
データによる根拠
の明確化に基づく
活動の創出や人材
確保
表４　工夫している活動の効果
カテゴリ サブカテゴリ コードの例 活動番号
個別支援を含む
地区活動の質向
上
隙間や漏れがなく継続性のある
個別支援の実現
・担当不在時でも支援経過を把握した上で相談が可能になった。
１ /８ /17/
20
地域情報や健康課題の把握と業
務への反映
・市全体の健康課題が浮き彫りになり地区の健康課題が特定できるようになった。
２ /９ /18/
22
保健師間や関係
者間の協働の広
がりと深まり
保健師間や関係者間の協働の広
がりと深まり
・連携相手を通し保健所と関わりのなかった機関との関係ができ，関係機関の輪が広
がった。
・保健所保健師が管内市町村の保健師たちの悩みを共感できるようになり，協働の内
容が深まった。
・３年間で全保健センターが健康づくりの組織を創出し，健康づくりの啓発活動が広
く行われた。
３ /５ /９ /
15/20/23/
25/27
スタッフ保健師
の意欲・能力の
向上
研修や研究会に対する保健師の
意欲の高まりと参加率の増加
・研究会に約８割の保健師が参加し，参加しないと損をするという思いも出てきた。
12/20/22
指導者がスタッフ保健師の特徴
や活動の実情を捉えやすくなる
ことによる効果的な指導の実現
・各保健師の地区の見方等の特徴がわかり，地区活動能力を向上させるための指導の
参考にしている。
12/17
スタッフ保健師の能力向上と活
動への反映
・新任期では，不足していた点がとてもよくわかり，地区を把握する視点がきちんと
持て目的を持って思い切って自治会長のところに行き話をした，等の感想がある。
12/14/17/
26
効果的効率的な
事業運営や専門
職増員などによ
る地区活動の量
確保
効果的効率的な事業の進め方の
実現
・利用者が増加している事業もあり進め方としてうまくいっている。
４
専門職の採用・人員増加による
地区活動時間の確保
・精神保健福祉士が採用されることになり，他の事例への訪問時間が取れるように
なった。
２
家庭訪問や地区活動の実施数・
率の維持・増加
・保健所の家庭訪問件数が３年間で約３倍に増加した。
２ /17/20
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あった。
（3）スタッフ保健師の意欲・能力の向上
これは，〔12．地区診断を活用した若手・中堅保健師の
育成〕など６件の活動にみられ，〈研修や研究会に対する
保健師の意欲の高まりと参加率の増加〉，〈スタッフ保健
師の能力向上と活動への反映〉などの効果であった。
（4）効果的効率的な事業運営や専門職増員などによる地
区活動の量確保
これは，〔４．事務事業評価の導入を活用した業務遂
行の活動〕など４件の活動にみられ，〈効果的効率的な
事業の進め方の実現〉，〈家庭訪問や地区活動の実施数・
率の維持・増加〉などの効果であった。
４）工夫している活動における「課題」と「活動の内容・
方法」および「効果」との関係（図，表５）
「課題」と「活動の内容・方法」および「効果」の各
カテゴリ間の関係を，各カテゴリに含まれるコードの活
動番号を辿って調べた結果を図に示す。また，活動毎に
活動内容・方法と効果の関係をみた結果を表５に示す。
以下に内容を説明する（以下，課題のカテゴリを《　》，
活動の内容・方法のカテゴリを【　】，効果のカテゴリ
を＜　＞で示す）。
　【意識的，迅速，柔軟な行動による保健師・関係者間
の対面での関係づくりと情報の共有化】は課題の全カテ
ゴリに対し実施され，12件中９件の活動で効果を確認し
効果的効率的な事業運営や専門
職増員などによる
地区活動の量確保関連性を表す効果のカテゴリ活動の内容・方法のカテゴリ課題のカテゴリ
保健師の活動体制や業務内容の偏りに
よる地区活動・予防活動の質・量の低
下
対応に高度な技術と
時間を要する
健康問題の増加
若手・中堅保健師の個別支援・地
区活動の能力低下と
現任教育の不十分さ
行財政改革に関連した
保健事業への影響
課題の優先順位
に応じた保健師
の活動体制の変
更
行政内部の仕組みや人材
と外部資源を
活用した
効率的効果的な
事業・活動の運営
データによる根拠
の明確化に基づく
活動の創出や人材
確保
表５　活動毎にみた活動内容・方法と効果の関係
　　　　　　　効果のカテゴリ
活動内容・方法のカテゴリ
個別支援を含む地区
活動の質向上
保健師間や関係者間の
協働の広がりと深まり
スタッフ保健師の
意欲・能力の向上
効果的効率的な事業運営や
専門職増員などによる地区
活動の量確保
活動
番号
意識的，迅速，柔軟な行動による保健師・
関係者間の対面での関係づくりと情報の
共有化
● １
● ● ２　○
● ３　◎
● ● ９
● 15
● ● ● ● 20　◇
● 23
● 25
● 27　□
家庭訪問や地区診断に関する意見交換や
情報の共有化を可能にするシステムづくり
● ８
● 12
● ● ● 17
● ● 22　△
● 26　☆
日常業務の中での意識的なスタッフ指導
と現任教育のシステム化
● 14
● ● ● ● 20　◇
● 26　☆
行政内部の仕組みや人材と外部資源を活
用した効率的効果的な事業・活動の運営
● ● ２　○
● ３　◎
● ４
● 18
● ● 22　△
● 27　□
データによる根拠の明確化に基づく活動
の創出や人材確保
● ● ２　○
● ３　◎
課題の優先順位に応じた保健師の活動体
制の変更
● ５
　　＊活動番号欄の○◎等の記号は，同じ活動番号に同じ記号を付けている

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図　工夫している活動における「課題」と「活動の内容・方法」および「効果」との関係 
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た。確認した効果は４つの全カテゴリであり，＜保健師
間や関係者間の協働の広がりと深まり＞が最も多く見ら
れ，次いで＜個別支援を含む地区活動の質向上＞が多
く見られた。【家庭訪問や地区診断に関する意見交換や
情報の共有化を可能にするシステムづくり】と【日常業
務の中での意識的なスタッフ指導と現任教育のシステム
化】は，《行財政改革に関連した保健事業への影響》を
除く３つの課題に対して実施されていた。【家庭訪問や
地区診断に関する意見交換や情報の共有化を可能にする
システムづくり】は７件中５件の活動で効果を確認し
た。確認した効果は，＜保健師間や関係者間の協働の広
がりと深まり＞を除く３つのカテゴリであり，＜スタッ
フ保健師の意欲・能力の向上＞と＜個別支援を含む地区
活動の質向上＞が多く見られた。【日常業務の中での意
識的なスタッフ指導と現任教育のシステム化】は７件中
３件の活動で効果を確認した。多く見られた効果は＜ス
タッフ保健師の意欲・能力の向上＞であった。【行政内
部の仕組みや人材と外部資源を活用した効率的効果的な
事業・活動の運営】と【データによる根拠の明確化に基
づく活動の創出や人材確保】は《若手・中堅保健師の個
別支援・地区活動の能力低下と現任教育の不十分さ》を
除く３つの課題に対して実施されていた。【行政内部の
仕組みや人材と外部資源を活用した効率的効果的な事
業・活動の運営】は９件中６件の活動で効果を確認し，
確認した効果は４つの全カテゴリであった。【データに
よる根拠の明確化に基づく活動の創出や人材確保】は２
件中２件ともに効果を確認した。確認した効果は，＜ス
タッフ保健師の意欲・能力の向上＞を除く３つのカテゴ
リであった。【課題の優先順位に応じた保健師の活動体
制の変更】は《保健師の活動体制や業務内容の偏りによ
る地区活動・予防活動の質・量の低下》と《対応に高度
な技術と時間を要する健康問題の増加》に対して実施さ
れ，２件中１件の活動で効果を確認した。確認した効果
は，＜保健師間や関係者間の協働の広がりと深まり＞で
あった。
Ⅳ．考　察
　工夫している活動の効果として，＜個別支援を含む地
区活動の質向上＞，＜保健師間や関係者間の協働の広
がりと深まり＞，＜スタッフ保健師の意欲・能力の向
上＞，＜効果的効率的な事業運営や専門職増員などによ
る地区活動の量確保＞が確認できた。これらは，地域の
ニーズに応じた活動のために実践されていた工夫による
効果であり，これら４つの内容を実現させることが，今
日の社会・制度・業務体制下において，地域のニーズに
応じた活動の実現をもたらすことにつながると考えられ
た。従って，効果をもたらした活動内容・方法と課題の
関係性から，地域のニーズに応じた活動を実践するため
の工夫の特徴を考察する。
１ ．地区活動の質向上をもたらす保健師・関係者間の対
面での関係づくりと情報の共有化
【意識的，迅速，柔軟な行動による保健師・関係者間
の対面での関係づくりと情報の共有化】は，結果で明ら
かになった４つの課題の全てに対し実施され，＜保健師
間や関係者間の協働の広がりと深まり＞と＜個別支援を
含む地区活動の質向上＞という効果をもたらす点に特徴
をもつ工夫と考えられた。課題の１つ，《保健師の活動
体制や業務内容の偏りによる地区活動・予防活動の質・
量の低下》について，２度の合併を経て，地区活動の意
義を見直し「健康な地域づくり」への取組みを始めた活
動事例の報告13）において，「仲間や他機関と連携して協
力を得ることで，より地域に合った事業が展開できる」
と述べられていた。分散配置下における保健師間の連携
に関する調査では，部門を越えた保健師間の連携で得る
最大の効果は，情報の共有により得られた成果を住民へ
サービスとして還元していくこと14）と報告されていた。
また，《対応に高度な技術と時間を要する健康問題の増
加》という課題について，児童虐待を例にとると，その
支援は多様な機関との連携が必要になる15）と言われて
いる。以上から，今日の社会・制度・業務体制下におい
て，意識的，迅速，柔軟な行動による保健師・関係者間
の対面での関係づくりと情報の共有化によって，保健師
間や関係者間の協働の幅を広げかつ深め，地区活動の質
を向上させることが必要な工夫と考えられた。
２．地区活動の能力向上をもたらす家庭訪問や地区診断
に関する意見交換のシステム化
【家庭訪問や地区診断に関する意見交換や情報の共有
化を可能にするシステムづくり】と【日常業務の中で
の意識的なスタッフ指導と現任教育のシステム化】は，
《保健師の活動体制や業務内容の偏りによる地区活動・
予防活動の質・量の低下》，《対応に高度な技術と時間を
要する健康問題の増加》および《若手・中堅保健師の個
別支援・地区活動の能力低下と現任教育の不十分さ》と
いう課題に対し実施され，＜スタッフ保健師の意欲・能
力の向上＞と＜個別支援を含む地区活動の質向上＞と
いう効果をもたらす点に特徴をもつ工夫と考えられた。
地区活動の一部として個人の裁量に任されやすい家庭
訪問や地区診断の計画や結果を，保健師間で意見交換・
共有化することは，スタッフ保健師の気づきをもたら
し，指導者にとっても効果的な指導を可能にするという
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ことが確認できた。地区活動の力量を形成する人材育成
として「援助の個人技（密室化）からの解放」16）の必
要性が言われているように，家庭訪問や地区診断に関す
る意見交換のシステム化は，地区活動の能力向上をもた
らす上で必要な工夫といえる。
３．地区活動の量確保をもたらす行政内部・外部の資源
活用による効率的効果的な事業・活動の運営
【行政内部の仕組みや人材と外部資源を活用した効率
的効果的な事業・活動の運営】は，《保健師の活動体制
や業務内容の偏りによる地区活動・予防活動の質・量の
低下》，《対応に高度な技術と時間を要する健康問題の増
加》および《行財政改革に関連した保健事業への影響》
という課題に対し実施され，＜個別支援を含む地区活動
の質向上＞や＜効果的効率的な事業運営や専門職増員な
どによる地区活動の量確保＞という効果をもたらす点に
特徴をもつ工夫と考えられた。地区活動を活性化させる
ためには，まず，地域へ出る時間を作ることから始める
必要がある17）と言われている。今日の社会・制度・業
務体制下において，行政内部や外部の資源を活用して
日々の業務や保健事業を効果的効率的に運営し，地区活
動の量を確保することが，地域のニーズに応じた活動を
実践するために必要な工夫といえる。
４．地域のニーズに応じた活動の実現性を高めるデータ
による根拠の明確化
【データによる根拠の明確化に基づく活動の創出や人
材確保】は，《保健師の活動体制や業務内容の偏りによ
る地区活動・予防活動の質・量の低下》，《対応に高度な
技術と時間を要する健康問題の増加》および《行財政改
革に関連した保健事業への影響》という課題に対し実施
され，＜保健師間や関係者間の協働の広がりと深まり＞
と＜個別支援を含む地区活動の質向上＞などの効果をも
たらしていた。活動事例の報告18）においても統計デー
タにより自殺率の高さに驚くとともに地区での大きな差
がわかり自殺予防対策が開始されている。データにより
活動の根拠を明確化することは，基本的な地区診断であ
り，地域の健康課題を明確化する手段である。データに
よる根拠の明確化は人を動かし現状を打開する原動力と
なることが確認でき，地域のニーズに応じた活動の実現
性を高めるための工夫といえる。
Ⅴ．おわりに
　結果に示した６つの「活動の内容・方法」のうち，【課
題の優先順位に応じた保健師の活動体制の変更】につい
ては，本研究では実施されていた２件中，効果を確認し
た活動は１件であり，効果の内容は＜保健師間や関係者
間の協働の広がりと深まり＞のみであった。地域のニー
ズに応じた活動の工夫といえるかどうか，今後，調査を
重ねる必要がある。また，本調査は，研究協力者がニー
ズに応じた活動のための工夫として認識している活動を
素材として聴取した内容から導かれた知見である。従っ
て，今後は，住民の健康生活への成果が確認できる活動
を素材とした調査を行い，本知見を検証する必要がある。
謝　辞
お忙しい中，本研究に快くご協力をいただきましたA
県内の保健師の皆様に深謝致します。
（本研究は平成21年度千葉県立保健医療大学共同研究
の助成を受けて実施した。本研究の一部は第69回日本公
衆衛生学会総会（2010年10月）にて発表した。）
引用文献
１）地域における保健師の保健活動に関する検討会：平成24
年度地域保健総合推進事業　地域における保健師の保健
活動に関する検討会報告書，http: //www.jpha.or.jp/sub/pdf/
menu04_2_h24_02. pdf.
２）井伊久美子：市町村合併後の業務分担制と地区分担制の問
題点，公衆衛生，70（7）：527－530，2006.
３）総務省ホームページ：http: //www.soumu.go.jp/gapei/gapei2.
html（2013年２月８日検索）
４）尾島俊之：市町村合併後の保健活動　全国の現状と課題，
公衆衛生，70（7）：502－505，2006.
５）藤内修二：市町村合併後の保健活動　大分県の現状と課
題，公衆衛生，70（7）：506－510，2006.
６）市町村保健活動の再構築に関する検討会：市町村保健活動
の再構築に関する検討会報告書，４，2007.
７）雨宮有子，細谷紀子，大光房枝，丸谷美紀，石垣和子：千
葉県の保健師活動における地域の実態・ニーズ把握およ
び保健事業の外部委託・臨時職員等の活用に関する実態
報告－第１報，千葉県立保健医療大学紀要，１：57－62，
2010.
８）北山三津子：第２章地区活動論Ⅴ行政組織に所属して行う
看護の特質，最新公衆衛生看護学総論（宮﨑美砂子・北山
三津子・春山早苗・田村須賀子編），第２版，日本看護協
会出版会，161，2012.
９）木櫛節子，田上美抄，松永美弥，林　信代，島村冨子：地
域とともに取り組んだ中年期健康づくり活動　全校区へつ
ながった校区担当保健師活動の実践報告，保健師ジャーナ
ル，66（6）：502－509，2010.
10）直嶋京子：合併を契機に始まった八蜂町の自殺予防対策，
保健師ジャーナル，66（6）：510－517，2010.
11）清田京子，目代弥美：みんなでつくりあげるっておもしろ
い！負担感から達成感へ，「地区活動」が変わってきた相
模原市の取組み，保健師ジャーナル，66（6）：518－525，
2010.
千葉看会誌　VOL.19 No.１ 2013.８44
12）前掲７）
13）前掲11）
14）松本亜由美，川名部美代子，山口ふじ子，藤生智子，清水
裕子，中村栄子，村田章子，柏熊光子，宮﨑美砂子：保健
師の分散配置を越えた連携の必要性と統括的な立場の保健
師の役割，保健師ジャーナル，69（2）：130－138，2013.
15）佐藤拓代：子ども虐待予防のための保健師活動マニュアル
～子どもに関わる全ての活動を虐待予防の視点に～，平成
13年厚生科学研究補助金「子ども家庭総合研究事業」地域
保健における子ども虐待の予防・早期発見・援助に関わる
研究報告書，54－67，2002.
16）地区活動のあり方とその推進体制に関する検討会：地区活
動のあり方とその推進体制に関する検討会報告書，28－29，
2009.
17）大場エミ：保健師の現任教育の全国状況：保健師ジャーナ
ル，65（6）：434－437，2013.
18）前掲10）
ENABLING PUBLIC HEALTH NURSES TO RESPOND TO LOCAL NEEDS
Noriko Hosoya＊, Husae Daikou＊, Miki Marutani＊
Yuko Amamiya＊, Noriko Sato＊, Kazuko Ishigaki＊2
＊0: Chiba Prefectural University of Health Sciences
＊2: Ishikawa Prefectural Nursing University
　　KEY WORDS : 
Public Health Nurse, effective activity, local needs
 
 The purpose of this study was to clarify the characteristic of the activities necessary to enable Public Health 
Nurses （PHNs） to respond effectively to local needs, in societal, system, and organizational contexts. Semi-structured 
interviews were conducted with twenty PHNs from eleven organizations in prefecture A, regarding the activities 
necessary to enable better responsiveness to local needs. The results were analyzed through qualitative induction.
 The issues identified with regard to implementation of these measures were classified into four categories, such as 
falling quality and quantity of local and preventive activities by changes in PHNs working environment and increase in 
complex cases that need advanced skill and time. The contents and methods of the activities were then classified into 
six categories, such as prompt, but flexible, multidisciplinary collaboration between PHNs and a system that facilitates 
information sharing between PHNs and related persons about home visits and community diagnosis; regular education 
and clear instructions and guidance of the staff; efficient and effective business management, utilizing appropriate 
resources; and designing new activities and securing human resources based on the identification of needs by statistical 
data. The potential impacts of these activities were classified into four categories: improved quality of local activities 
including individual support; deepened and expanded multidisciplinary collaboration; improved competence and 
motivation among PHNs; and, saving time for local activities through the proper management of business activities.
 The relationships between categories were analyzed and the following characteristics were found: sharing of 
information and improved cooperation between PHNs and related persons to improve local activities; creating a system 
that allows PHNs and allied professionals to share information and opinions regarding home visits and community 
diagnoses, to improve PHNs’ competence; conducting efficient and effective business and other activities for saving 
time for local activities; and clarifying the information necessary to demonstrate needs to effectively enable PHNs to 
respond to local needs.
